
　市の人事行政を運営する上で、公平性と透明性を保つため「須賀川市人事行政の運営等の状
況の公表に関する条例」に基づき、市職員の任免・給与などに関する概要をお知らせします。
詳しくは、市ホームページをご覧ください。

（1）採用・退職者の状況
①採用試験の結果

区　　分 受験
応募者

1次試験
受験者（A）

1次試験
合格者

最終
合格者（B）

競争倍率
（A）/（B）

大学卒程度
一 般 行 政 30 25 9 2 12.5
土 木 1 1 0 0 ―
保 健 師 8 8 6 1 8.0

社会人経験
一 般 行 政 56 55 19 14 3.9
土 木 1 1 0 0 ―
電 気 2 1 1 0 ―

高校卒程度 一 般 事 務 17 17 12 5 3.4
電 気 2 1 1 1 1.0

※令和6年度に実施した採用試験の結果と、その試験により採用した職員数

②事由別退職者数
区　分 定　年 勧　奨 自己都合 死　亡 懲　戒 合　計
一般行政職 9 4 9 0 0 22
技能労務職 0 0 0 0 0   0
合　計 9 4 9 0 0 22

※令和6年4月1日から令和7年3月31日までに退職した職員数

（2）職員数の推移
区　分　

　部　門
職員数 対前年

増減数R7 R6

一 般 行 政
部 門

一般行政部門（福祉除く） 307 302 5
福 祉 関 係 156 157 △1
小 計 463 459 4

特 別 行 政
部 門

教 育 78 80 △2
小 計 78 80 △2

公営企業等
会 計 部 門

水 道 16 19 △3
下 水 道 18 19 △1
そ の 他 24 24 0
小 計 58 62 △4

合　　　計 599 601 △2
※定員管理調査における職員数
※定員管理上、水道・下水道・その他（国保、介護など）は公営企業等会計部門に含む

②上下水道事業（公営企業会計決算）

区分 総費用（A） 純損益又は
実質収支 職員給与費（B）総費用に占める職員給与費比率 （B/A）

上水道 1,770,423千円 11,832千円 137,114千円 7.7％

下水道 1,993,372千円 △29,156千円 139,820千円 7.0%

（2）職員の平均給料月額、平均年齢の状況（令和7年4月1日現在）
区　分 平均給料月額 平均年齢

一般行政職 330,200円 42.0歳

技能労務職 246,000円 60.4歳

※「平均給料月額」とは、諸手当を含まない本給の平均

（3）職員手当の状況（令和7年4月1日現在）
①期末・勤勉手当（職制上の段階による加算措置有）

区　分
期末手当 勤勉手当

合　計
6月期 12月期 6月期 12月期

須賀川市 1.250月分 1.250月分 1.050月分 1.050月分 4.600月分

国 1.250月分 1.250月分 1.050月分 1.050月分 4.600月分

②退職手当
支給率 勤続20年 勤続25年 勤続35年 最高限度

自己都合 19.6695月分 28.0395月分 39.7575月分 47.709月分 

勧奨・定年 24.586875月分 33.27075月分 47.709月分 47.709月分

（4）特別職の報酬等の状況（令和7年4月1日現在）
区　分 市　長 副市長 議　長 副議長 議　員

給料・報酬 900,000円 696,600円 509,000円 451,000円 423,000円

期末手当
 　 6月期　 1.725月分

　12月期　 1.725月分

退職手当
　市長　　  給料月額×在職月数×48/100

　副市長　  給料月額×在職月数×30/100

職員の任免及び職員数に関する状況１

職員の給与の状況2
（1）総括（令和6年度の人件費の状況）
①須賀川市（普通会計決算）

歳出額（A） 人件費（B） 人件費率（B/A）
35,930,326千円 6,441,121千円 17.9％

※人件費は、特別職に支給される給料、報酬などを含む
※普通会計は、総務省が定めた統一基準により用いる統計上の会計区分

令和7年度
人事行政運営

市職員の任免・給与などを
公表します
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■ 令和7年度市人事行政運営等の状況
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9月補正予算

　今回の補正により、一般会計の予算総額は、
361億7,207万7千円となりました。主な内容は、
次のとおりです。

☞財政課 （88）9121

▶成人予防接種推進事業� 6,000万円
▶長沼小中一貫校整備事業� 3,138万6千円
▶ふるさと納税推進事業� 2,700万円
▶児童クラブ館管理運営事業� 2,440万円
▶第一小学校プールサイド床シート災害復旧事業
� 488万4千円

詳しくは、市ホームページをご覧く
ださい。
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補正予算の概要
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